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和 文 要 旨  

【 目 的 】 虚 血 発 症 の 椎 骨 動 脈 解 離 が 短 期 間 に 増 大 し 、 i n t e r n a l  

t r a p p i n g 術 後 に 縮 小 し た 経 過 を B PA S ( B a s i - p a r a l l e l  a n a t o m i c a l  

s c a n n i n g )で 捉 え る こ と が で き た 1 例 を 報 告 す る 。【症 例 】4 4 歳 男 性 。

突 然 の 後 頚 部 痛 と 歩 行 障 害 を 主 訴 に 救 急 外 来 を 受 診 し 、M R I に て 椎

骨 動 脈 解 離 に よ る 延 髄 梗 塞 の 診 断 で 入 院 加 療 を 行 っ た 。 外 来 で の 2

か 月 ご と の M R I、M R A に て 解 離 腔 が 経 時 的 に 増 大 し た た め i n t e r n a l  

t r a p p i n g 術 を 施 行 し た 。術 後 の M R I、M R A、B PA S に よ り 解 離 腔 外

径 の 継 時 的 な 縮 小 を 捉 え た 。【 結 論 】 椎 骨 動 脈 解 離 の 病 態 の 進 行 と 、

i n t e r n a l  t r a p p i n g 術 後 の 治 癒 過 程 の 評 価 に B PA S は 有 用 で あ る 。  

 

諸 言  

虚 血 発 症 の 椎 骨 動 脈 解 離 の 予 後 は 良 好 と さ れ 、 保 存 的 加 療 が 行 わ

れ る こ と が 多 い 1 ) 。 し か し 、 少 数 で は あ る も の の 出 血 性 転 化 、 梗 塞

の 進 行 な ど を 来 し 予 後 不 良 に な る 例 も 知 ら れ て い る 2 )。今 回 我 々 は 、

延 髄 外 側 梗 塞 で 発 症 し 、 経 時 的 に 増 大 す る 椎 骨 動 脈 解 離 に 対 し

i n t e r n a l  t r a p p i n g 術 を 行 い 、手 術 後 に 縮 小 し た 1 例 を 経 験 し た 。増

大 、縮 小 の 過 程 を B PA S ( B a s i - p a r a l l e l  a n a t o m i c a l  s c a n n i n g )に よ り

捉 え た の で 報 告 す る 。  

 

症 例 呈 示  

患 者 ： 4 4 歳 、 男 性  

主 訴 ： 突 然 の 右 後 頚 部 痛 と 歩 行 障 害  

既 往 歴 ： 高 血 圧 (未 治 療 )  喫 煙 2 0 本 2 4 年  機 会 飲 酒  



 
 

現 病 歴 ： 突 然 の 右 後 頚 部 痛 と 歩 行 障 害 を 主 訴 に 救 急 外 来 を 独 歩 受 診

し た 。  

来 院 時 所 見：意 識 清 明 、血 圧 1 5 4 / 1 0 8、脈 拍 数 7 5 回 、眼 球 運 動 正 常 、

構 音 障 害 な し 、 嘔 気 な し 、 明 ら か な 四 肢 筋 力 の 低 下 な し 、 左 上 肢 の

温 覚 障 害 あ り 、 体 幹 運 動 失 調 あ り 、 血 液 検 査 、 心 電 図 に 異 常 所 見 な

し 。  

神 経 放 射 線 学 的 所 見 ： 頭 部 C T に て 異 常 所 見 な し 。頭 部 M R I に て 明

ら か な D i f f u s i o n  We i g h t e d  I m a g e ( D W I )高 信 号 な し 。 右 椎 骨 動 脈 の

壁 不 整 を 認 め 、 臨 床 症 状 と 併 せ 椎 骨 動 脈 解 離 の 診 断 で 入 院 と な っ た

( F i g . 1 ( A , B ) )。  

 

入 院 後 経 過：高 血 圧 に 対 し ニ フ ェ ジ ピ ン を 開 始 し 、ア ル ガ ト ロ バ ン 、

エ ダ ラ ボ ン 、ク ロ ピ ド グ レ ル ( 7 5 m g  分 1 )を 投 与 し た 。入 院 翌 日 の 頭

部 M R I で は 右 延 髄 外 側 に D W I 高 信 号 を 認 め 、 延 髄 梗 塞 と 診 断 確 定

し た ( F i g . 1 ( C ) )。 第 5 病 日 に 脳 血 管 撮 影 を 施 行 し た ( F i g . 2 ( A ) )。  右

椎 骨 動 脈 撮 影 に て 頭 蓋 外 分 岐 の 後 下 小 脳 動 脈 分 岐 部 付 近 か ら 前 脊 髄

動 脈 分 岐 部 ま で P e a r l  a n d  s t r i n g  s i g n を 認 め 、右 椎 骨 動 脈 解 離 と 診

断 し た 。解 離 の 近 位 端 は 、血 管 撮 影 上 は は っ き り し な か っ た 。第 1 8

病 日 の 退 院 時 神 経 症 状 は 体 幹 の 軽 度 動 揺 と 左 上 下 肢 、 体 幹 左 側 の 温

覚 障 害 で あ っ た 。  

以 降 外 来 で 2 か 月 ご と に 頭 部 M R I、M R A、B PA S を 撮 影 し た ( F i g . 3 ,  

F i g . 4 )。  

外 来 経 過：発 症 2 か 月 後 の M R I、M R A で は 血 管 内 腔 の 拡 張 を 認 め 、

B PA S に て 血 管 外 径 の 拡 張 を 認 め た ( F i g . 3 ( B ) ,  F i g . 4 ( B ) )。 神 経 症 状



 
 

の 増 悪 は な く 、 外 来 で の 経 過 観 察 を 続 け た 。 発 症 4 か 月 後 の M R I、

M R A で は 血 管 内 腔 の 変 化 を 認 め な か っ た が 、B PA S で は 血 管 外 径 の

更 な る 拡 張 を 認 め た た め 、第 1 2 4 病 日 に 2 度 目 の 脳 血 管 撮 影 を 施 行

し た ( F i g 2 ( B ) , F i g . 3 ( C ) ,  F i g . 4 ( C ) )。 脳 血 管 撮 影 で は 、 前 回 に 比 し 拡

張 部 は 広 範 囲 と な り 、 拡 張 部 の 遠 位 狭 窄 は 増 悪 し た 。 狭 窄 の 遠 位 端

は 前 脊 髄 動 脈 の す ぐ 近 位 ま で 至 り 、 増 悪 し た 拡 張 部 の 近 位 に も 狭 窄

が 出 現 し た 。 解 離 の 近 位 端 は 狭 窄 部 よ り や や 近 位 に あ る と 考 え ら れ

た 。 後 下 小 脳 動 脈 領 域 の 大 部 分 は 前 下 小 脳 動 脈 か ら 潅 流 さ れ て い た

が 、 a n t e r i o r  m e d u l l a r y  s e g m e n t、 l a t e r a l  m e d u l l a r y  s e g m e n t に

該 当 す る よ り 細 い 後 下 小 脳 動 脈 が 頭 蓋 外 椎 骨 動 脈 よ り 分 岐 し て い た 。

経 過 中 、 ク ロ ピ ド グ レ ル 内 服 は 続 行 し た 。 解 離 部 の 増 悪 に 対 し て 治

療 が 必 要 だ と 判 断 し 、 第 1 3 6 病 日 に i n t e r n a l  t r a p p i n g 術 を 施 行 し

た 。  

 

血 管 内 治 療 ： 全 身 麻 酔 下 で i n t e r n a l  t r a p p i n g 術 を 施 行 し た 。 右 大

腿 動 脈 に 7 F r  l o n g  s h e a t h を 挿 入 し 、 7 F r  o p t i m o  9 0 c m ( To k a i  

M e d i c a l  P r o d u c t s ,  A i c h i ,  J a p a n )を 4 F r カ テ ー テ ル と 同 軸 に 右 椎 骨

動 脈 に 誘 導 し た 。 ま た 、左 大 腿 動 脈 に 4 F r  r e g u l a r  s h e a t h を 挿 入 し

4 F r の 診 断 用 カ テ ー テ ル を 左 椎 骨 動 脈 に 留 置 し た 。O p t i m o に て 近 位

閉 塞 の 上 、 前 脊 髄 動 脈 分 岐 近 位 の 狭 窄 部 を 遠 位 端 と し 、 拡 張 部 の 近

位 狭 窄 を 超 え て さ ら に 近 位 部 を 近 位 端 と し て 遠 位 か ら 順 に コ イ ル を

留 置 し た 。 コ イ ル は H y d r o f r a m e 1 0 ( M i c r o  Ve n t i o n ,  T E R U M O ,  

Tu s t i n ,  C A ,  U S A ) に て a n c h o r 作 成 の 上 、 H y d r o s o f t 1 0 ( M i c r o  

Ve n t i o n ,  T E R U M O ,  Tu s t i n ,  C A ,  U S A ) 、 Ta r g e t  h e l i c a l  



 
 

u l t r a ( S t r y k e r,  K a l a m a z o o ,  M I ,  U S A )， A x i u m  h e l i c a l ( M e d t r o n i c s  

M i n n e a p o l i s ,  M N ,  U S A )， A x i u m  3 D ( M e d t r o n i c s  M i n n e a p o l i s ,  M N ,  

U S A ) ， H y d r o s o f t e r 1 0 ( M i c r o  Ve n t i o n ,  T E R U M O ,  Tu s t i n ,  C A ,  

U S A )計 1 8 本 の コ イ ル を 留 置 し た 。 術 後 左 椎 骨 動 脈 か ら 撮 影 し 、 解

離 腔 へ の 血 流 の 途 絶 と 前 脊 髄 動 脈 の 血 流 の 保 存 を 認 め た  ( F i g . 5 )。  

 

術 後 経 過 ： 術 後 の 経 過 は 良 好 で 術 後 1 2 日 に 自 宅 退 院 。 頭 部 M R I、

M R A に て 経 過 観 察 を 行 っ た 。 術 後 2 か 月 の M R I、 M R A に て 解 離 部

へ の 血 流 途 絶 を 確 認 し ( F i g . 3 ( D ) )、  B PA S で は 血 管 外 径 の 縮 小 を 認

め た ( F i g . 4 ( D ) )。 術 後 7 か 月 の M R I で は B PA S に て 血 管 外 径 の さ ら

な る 縮 小 を 認 め た ( F i g . 3 ( E ) ,  F i g . 4 ( E ) )。  

 

 

考 察  

椎 骨 動 脈 解 離 は 1 0 万 人 に 1～ 1 . 5 人 の 頻 度 で 見 ら れ る 疾 患 で あ り 、

虚 血 群 、出 血 群 、頭 痛 群 と に 大 別 さ れ る 3 )。小 野 ら の 報 告 に よ れ ば 、

年 齢 は い ず れ の 群 も 4 0 歳 代 に ピ ー ク を 有 し た 。ま た 、6 3 2 例 の 調 査

で は 、 虚 血 発 症 例 は 2 0 9 例 ( 3 3 . 9 % )で あ り 、 梗 塞 部 位 は 延 髄 外 側 8 5

例 ( 1 3 . 4％ )、そ の 他 の 脳 幹 梗 塞 3 7 例 ( 5 . 9％ )、小 脳 梗 塞 9 6 例 ( 1 5 . 2％ )、

そ の 他 の 梗 塞 5 9 例 ( 9 . 3％ )で あ っ た (重 複 あ り )。  

虚 血 発 症 の 椎 骨 動 脈 解 離 は 比 較 的 予 後 良 好 と さ れ 、 自 然 軽 快 す る

例 も 多 く 認 め る 3 ) 。入 院 後 増 悪 は 1 6 . 3％ に 認 め 、入 院 後 増 悪 に 伴 う

新 規 梗 塞 巣 の 出 現 は 1 2 . 0％ に 認 め ら れ た 。本 症 例 で は 厳 重 な 血 圧 管

理 に 加 え て 血 管 狭 窄 に よ る 2 次 的 な 梗 塞 予 防 の た め 抗 血 小 板 薬 （ ク



 
 

ロ ピ ド グ レ ル 7 5 ㎎ 分 1）投 与 を 行 っ た 。虚 血 の 進 行 は 抑 制 で き た が 、

抗 血 小 板 薬 投 与 に よ る 解 離 腔 拡 大 の 可 能 性 は 否 定 で き な い 。 ま た 、

解 離 形 態 で は 転 機 に 有 意 差 を 認 め な か っ た が 、 脳 底 動 脈 病 変 を 有 す

る 病 変 で は 有 意 に 転 帰 は 不 良 で 、 梗 塞 部 位 で は 延 髄 外 側 梗 塞 以 外 の

脳 幹 梗 塞 、 他 の 脳 梗 塞 が 有 意 な 転 帰 不 良 因 子 で あ っ た 4 )。  

ま た 、 出 血 性 転 化 を 来 す 症 例 は 1 . 6 - 3％ で 存 在 し 5 )、 出 血 時 の 予

後 は 不 良 で あ る こ と か ら 、 そ の 兆 候 を い ち 早 く 検 知 す る こ と が 肝 要

で あ る が 、 そ の 具 体 的 な 頻 度 や モ ダ リ テ ィ な ど は 一 定 し た 見 解 が 得

ら れ て い な い の が 現 状 で あ る 。  

脳 動 脈 評 価 の G o l d  s t a n d a r d は 脳 血 管 撮 影 で あ る が 、 よ り 簡 便 、

低 侵 襲 で あ り な が ら 病 態 を 正 確 に 評 価 で き る モ ダ リ テ ィ と し て 、 今

回 我 々 は B PA S に 着 目 し た 。  

B PA S は 椎 骨 動 脈 の 走 行 つ ま り 斜 台 に 平 行 に 撮 像 し た 厚 さ 2 ㎝ の

冠 状 断 で あ り 、水 成 分 の み を 強 調 し た H e a v i l y  T 2  強 調 像 で あ る 6 )。

血 管 内 腔 の 血 流 や 血 栓 の 影 響 を 受 け な い 撮 像 法 で 、 血 管 外 径 を 評 価

で き る 。 通 常 の M R I、 M R A に B PA S を 追 加 す る こ と で 2 3 . 4％ の 患

者 で 有 用 な 追 加 情 報 を 得 る こ と が で き た と 報 告 さ れ て い る 6 ) 。 動 脈

瘤 の 外 径 の 評 価 や 椎 骨 動 脈 の ア テ ロ ー ム 性 狭 窄 と 低 形 成 の 鑑 別 が 可

能 で あ る 6 )。 T 2 強 調 像 の s a g i t t a l で も 評 価 は 可 能 で あ る が 、 斜 台

に 平 行 に 撮 影 す る B PA S の 方 が 全 体 像 を 評 価 可 能 で あ る 。  

本 症 例 で は B PA S に よ り 血 管 外 径 を 評 価 す る こ と で 病 態 の 進 行 を

判 断 し た 。椎 骨 動 脈 解 離 を 経 過 観 察 す る 際 、B PA S と M R A で 各 々 血

管 外 径 と 内 腔 の 情 報 を 把 握 す る こ と で 、 出 血 性 転 化 の 徴 候 を 捉 え ら

れ る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 解 離 病 変 の 術 後 評 価 に も 血 管 内 腔 評 価 と



 
 

血 管 外 径 評 価 の 両 方 が 必 要 で あ る 。血 管 内 腔 の 評 価 は M R A、3 D - C TA、

脳 血 管 撮 影 が 適 し て い る が 、 最 も 正 確 な 評 価 が 可 能 な 脳 血 管 撮 影 は

侵 襲 的 な 検 査 で あ る こ と か ら 頻 回 な 検 査 は 難 し い 。 一 方 、 血 管 外 径

の 評 価 で あ る B PA S は 、 非 侵 襲 的 で 頻 回 の 検 査 が 可 能 な た め 、 経 過

観 察 に 非 常 に 有 用 で あ る 。 し か し 、 B PA S で は 血 管 外 径 の 拡 張 に 至

ら な い 早 期 の 病 変 再 発 の 検 知 が 困 難 で あ る 。 た と え ば 、 本 症 例 に お

い て 前 脊 髄 動 脈 温 存 の た め に わ ず か に 残 し た 解 離 病 変 が 、 経 過 中 に

対 側 の 左 椎 骨 動 脈 か ら 造 影 さ れ る 様 に な っ た 場 合 に は 、 B PA S で の

外 径 拡 張 が 明 ら か で な く て も 病 変 の 再 発 は 起 こ っ て く る 可 能 性 が あ

る 。 B PA S 撮 像 の 頻 度 に 関 し て は 一 定 の 見 解 は な い が 、 一 般 に 出 血

性 転 化 す る 危 険 性 が 高 い の は 発 症 後 2 週 間 と さ れ 、 1 か 月 を 過 ぎ る

と そ の 確 率 は 更 に 下 が る と さ れ る 7 ) 。そ の 後 7 0％ の 症 例 で は 徐 々 に

画 像 上 の 改 善 に 向 か い 、 発 症 か ら 平 均 2 か 月 で 画 像 上 の 初 期 変 化 を

認 め 、 8 か 月 程 度 で 安 定 化 す る と さ れ る 8 )。 出 血 転 化 し や す い 危 険

因 子 と し て は 、i ) f u s i f o r m  d i l a t a t i o n、i i ) p e a r l  a n d  s t r i n g  s i g n、i i i )

解 離 腔 の 外 径 が 1 0 m m 以 上 で あ る こ と 、i v )形 態 変 化 が 進 行 し て い る

こ と な ど が 挙 げ ら れ る 7 , 9 )。 F u s i f o r m  d i l a t a t i o n に は 、 内 腔 変 化 と

外 径 変 化 の 要 素 が あ る が 、 B PA S で は 外 径 変 化 の f u s i f o r m  

d i l a t a t i o n の 評 価 が 可 能 で あ る 。 つ ま り B PA S で は 解 離 腔 の 外 径 が

1 0 m m 以 上 で あ る こ と 、 形 態 変 化 が 進 行 し て い る こ と は 検 出 可 能 で

あ る が 、 内 腔 変 化 の f u s i f o r m  d i l a t a t i o n と p e a r l  a n d  s t r i n g  s i g n

は 捉 え る こ と が で き な い 。椎 骨 動 脈 解 離 の 経 過 観 察 の 際 、M R I、M R A、

B PA S の 組 み 合 わ せ が 必 要 で あ り 、今 後 の さ ら な る 検 討 が 望 ま れ る 。 

 



 
 

結 語  

 延 髄 外 側 梗 塞 で 発 症 し た 椎 骨 動 脈 解 離 の 病 態 の 進 行 と 、 i n t e r n a l  

t r a p p i n g 術 後 の 治 癒 過 程 の 評 価 に B PA S が 有 用 で あ っ た 一 例 を 経 験

し た 。  

 

利 益 相 反 開 示  

 筆 頭 著 者 お よ び 共 著 者 全 員 が 利 益 相 反 は な い 。  

 

文 献  

1 ) K i t a n a k a  C ,  Ta n a k a  J ,  K u w a h a r a  M  e t  a l .  N o n s u r g i c a l  

t r e a t m e n t  o f  u n r u p t u r e d  i n t r a c r a n i a l  v e r t e b r a l  a r t e r y  d i s s e c t i o n  

w i t h  s e r i a l  f o l l o w  u p  a n g i o g r a p h y.  J  N e u r o s u r g  1 9 9 4 ;  6 6 7 - 6 7 4  

2 )  奥 地 一 夫 ,  渡 辺 安 晴 ,  平 松 謙 一 郎 ,  ほ か : Wa l l e n b e r g 症 候 群 の

原 因 と し て の 椎 骨 動 脈 解 離 性 動 脈 瘤 .  脳 外  1 9 9 0 ;  1 8 : 7 2 1 - 7 2 7 .  

3 ) R i c k y  M e d e l ,  R o b e r t  M . S t a r k e ,  E d i s o n  P  s t  a l .  D i a g n o s i s  a n d  

Tr e a t m e n t  o f  A r t e r i a l  D i s s e c t i o n s .  C u r r  N e u r o l  N e u r o s c i  

2 0 1 4 : 4 1 9  

4 ) J u n i c h i  O n o ,  Yo s h i n o r i  H i g u c h i ,  Yo s u k e  Ta j i m a  e t  a l .  O u t l i n e  

o f  a  N a t i o n w i d e  s t u d y  o f  N o n - t r a u m a t i c  i n t r a c r a n i a l  a r t e r i a l  

D i s s e c t i o n  i n  t h e  v e r t e b r o b a s i l a r  s y s t e m .  S u r g  C e r e b  S t r o k e  

2 0 1 5 :  2 4 5 - 2 5 1  

5 ) R e b e c c a  F  G o t t e s m a n ,  P r i t i  S h a r m a ,  K a r e n  A  e t  a l .  C l i n i c a l  

c h a r a c t e r i s t i c s  o f  s y m p t o m a t i c  v e r t e b r a l  a r t e r y  d i s s e c t i o n .  A  

s y s t e m a t i c  r e v i e w.  N e u r o l o g i s t  2 0 1 2 : 1 8 : 2 4 5 - 2 5 4  



 
 

6 ) M o r i o  N a g a h a t a ,  Yo s h i n a o  A b e ,  S h u i c h i  O n o ,  e t  a l .  S u r f a c e  

A p p e a r a n c e  o f  t h e  v e r t e b r o b a s i l a r  a r t e r y  r e v e a l e d  o n  

b a s i p a r a l l e l  a n a t o m i c  s c a n n i n g ( B PA S ) - M R  I m a g i n g :  I t s  r o l e  f o r  

b r a i n  M R  e x a m i n a t i o n .  A J N R  A m  J  N e u r o r a d i o l  2 0 0 5 :  2 5 0 8 - 2 5 1 3   

7 )  I s a o  N a i t o ,  To m o y u k i  I w a i ,  To m i o  S a s a k i ,  e t  a l .  M a n a g e m e n t  o f  

I n t r a c r a n i a l  v e r t e b r a l  a r t e r y  d i s s e c t i o n s  i n i t i a l l y  p r e s e n t i n g  

w i t h o u t  s u b a r a c h n o i d  h e m o r r h a g e .  N e u r o s u r g e r y  2 0 0 2 ;  5 1 :  

9 3 0 - 9 3 8   

8 )  八 木 伸 一 ,  吉 岡 秀 幸 ,  八 木 貴 ,  ほ か :疼 痛 発 症 頭 蓋 内 解 離 性 椎

骨 動 脈 流 の 治 療 方 針 : S u r g  C e r e b  S t r o k e  2 0 0 5  : 1 4 - 1 9  

9 ) N  K o b a y a s h i ,  Y. M a r u y a m a ,  T. I s h i b a s h i ,  e t  a l .  N a t u r a l  C o u r s e  

o f  D i s s e c t i n g  Ve r t e b r o b a s i l a r  A r t e r y  A n e u r y s m s  w i t h o u t  S t r o k e .  

A J N R  A m  N e u r o r a d i o l  2 0 1 4 ;  3 5 : 1 3 7 1 - 7 5  

1 0 ) Ya s u i  T,  K o m i y a m a  M ,  I w a i  Y,  e t  a l .  E v o l u t i o n  o f  

i n c i d e n t a l l y - d i s c o v e r e d  f u s i f o r m  a n e u r y s m s  o f  t h e  

v e r t e b r o b a s i l a r  a r t e r i a l  s y s t e m :  N e u r o i m a g i n g  f e a t u r e s  

s u g g e s t i n g  p r o g r e s s i v e  a n e u r y s m  g r o w t h .  N e u r o l  M e d  

C h i r ( To k y o )  2 0 0 1 ; 4 1 : 5 2 3 - 5 2 8  

 

図 表 の 説 明  

F i g . 1  

B r a i n  M R A s h o w s  s t e n o s i s  i n  t h e  r i g h t  v e r t e b r a l  a t r e r y ( A ) .  D W I  

s h o w s  l i t t l e  h i g h  i n t e n s i t y  o n  d a y 1 ( B ) ,  b u t  s h o w s  h i g h  i n t e n s i t y  

a t  t h e  m e d u l l a  o b l o n g a t a  o n  d a y 2 ( C ) .  



 
 

 

 

F i g . 2  T h e  r i g h t  v e r t e b r a l  a n g i o g r a m  s h o w s  p e a r l  a n d  s t r i n g  s i g n  

b e t w e e n  t h e  a n t e r i o r  s p i n a l  a r t e r y  a n d  t h e  p o s t e r i o r  i n f e r i o r  

c e r e b e l l a r  a r t e r y.  

A :  T h e  r i g h t  v e r t e b r a l  a n g i o g r a m  o f  d a y 5 .  

B :  T h e  r i g h t  v e r t e b r a l  a n g i o g r a m  o f  d a y 1 2 4 ,  t h e  d i l a t e d  “ P e a r l ”  

p o r t i o n  r e v e a l e d  t h a t  t h e  d i s s e c t i o n  i s  p r o g r e s s i n g  

A r r o w :  A n t e r i o r  s p i n a l  a r t e r y  

A r r o w h e a d ( B l a c k ) :  A n t e r i o r  i n f e r i o r  c e r e b e l l a r  a t r e r y  -  P o s t e r i o r  

i n f e r i o r  c e r e b e l l a r  a t r e r y  

A r r o w h e a d ( W h i t e ) :  P o s t e r i o r  i n f e r i o r  c e r e b e l l a r  a r t e r y  

 

F i g . 3  M R A o f  t h e  v e r t e b r a l  a r t e r y.  

A :  M R A o f  d a y 1  s h o w s  s t e n o s i s  i n  t h e  r i g h t  v e r t e b r a l  a r t e r y.  

B :  M R A o f  t h e  d a y 5 7  s h o w s  t h e  d i s s e c t i n g  a n e u r y s m  i s  g r o w i n g  

u p .  

C :  M R A o f  t h e  d a y 1 3 5  s h o w s  a  l i t t l e  c h a n g e  o f  t h e  d i a m e t e r  o f  

a n e u r y s m .   

D :  M R A o f  t h e  d a y 2 0 5 ( 6 8 P O D )  s h o w s  l i t t l e  f l o w  i n  t h e  r i g h t  

v e r t e b r a l  a r t e r y.  

E :  M R A o f  t h e  d a y 3 9 3 ( 2 5 6 P O D )  s h o w s  n o  c h a n g e .  

 

 



 
 

F i g . 4  B PA S  o f  t h e  v e r t e b r a l  a r t e r y.  

A :  B PA S  o f  d a y 2  s h o w s  n o r m a l  i n  t h e  r i g h t  v e r t e b r a l  a r t e r y.  

B :  B PA S  o f  t h e  d a y 5 7  s h o w s  t h e  d i s s e c t i n g  a n e u r y s m  i s  g r o w i n g  

u p .  

C :  B PA S  o f  t h e  d a y 1 3 5  s h o w s  t h e  d i s s e c t i n g  a n e u r y s m  i s  g r o w i n g  

u p .  

D :  B PA S  o f  t h e  d a y 2 0 5 ( 6 8 P O D )  s h o w s  t h e  d i a m e t e r  o f  t h e  

a n e u r y s m  i s  r e g r e s s i n g .  

E :  B PA S  o f  t h e  d a y 3 9 3 ( 2 5 6 P O D )  s h o w s  t h e  d i a m e t e r  o f  t h e  

a n e u r y s m  i s   r e g r e s s i n g .  

 

F i g . 5  T h e  l e f t  v e r t e b r a l  a r t e r y  a n g i o g r a m  i m m e d i a t e l y  a f t e r  

i n t e r n a l  t r a p p i n g .   

T h e  r i g h t  v e r t e b r a l  a r t e r y  i s  o c c l u d e d  a n d  t h e  a n t e r i o r  s p i n a l  

a r t e r y  i s  p r e s e r v e d .  

 

A r r o w :  A n t e r i o r  s p i n a l  a r t e r y  

A r r o w h e a d ( B l a c k ) :  P o s t e r i o r  i n f e r i o r  c e r e b e l l a r  a t r e r y  

A r r o w h e a d ( W h i t e ) : O c c l u d e d  r i g h t  v e r t e b r a l  a r t e r y  b y  p l a t i n u m  

c o i l s  

 

  



 
 

F i g . 1 A  

 

 

 

  



 
 

F i g . 1 B  

 

  



 
 

F i g . 1 C  

 

 

 

  



 
 

F i g . 2 A  

 

  



 
 

F i g . 2 B  

 

 

  



 
 

F i g . 3 A  

 

 

  



 
 

F i g . 3 B  

 

 

 

 

 

  



 
 

F i g . 3 C  

 

  



 
 

F i g . 3 D  

 

 

  



 
 

F i g . 3 E  

 

  



 
 

F i g . 4 A  

 

 

  



 
 

F i g . 4 B  

 

  



 
 

F i g . 4 C  

 

 

  



 
 

F i g . 4 D  

 

 

  



 
 

F i g . 4 E  

 

 

  



 
 

F i g . 5  

 

 

 


	Title_page
	revised_main_text

